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  一 歌学編 
    ○『俊頼髄脳』享受史試論ー俊頼から顕昭・定家へー  
        ○享受と諸本ー『俊頼髄脳』諸本考ー 
        ○久世本『俊頼髄脳』成立考  
    ○古今集一享受史ー院政期から鎌倉期ー  
    ○院政期の古今集序注と日本書紀注釈書ー勝命『真名序注』を中心にー  
       ○制詞の享受史・覚え書き  
 二 名所・歌枕編 
    ○疎竹文庫旧蔵『名所三百首注』考  
        ○伊達文庫蔵『名所三百首注』研究  
    ○曼殊院蔵『内裏名所百首』の性格  
        ○『内裏名所百首』の享受と歌枕の固定化  
       ○宗祇の読書ー岩瀬文庫蔵『名所和歌抄出』をめぐってー  
       ○『類字名所和歌集抜書』諸本論  
        ○抜書の意味ー『類字名所和歌集抜書』の場合ー  
  三 歌枕資料編 
    ○疎竹文庫旧蔵『名所三百首注』翻刻 
       ○伊達文庫蔵『名所三百首注』翻刻  















































































































○疎竹文庫旧蔵『名所三百首注』翻刻   
  疎竹文庫旧蔵の『内裏名所百首』で、歌数３００首の注釈書の翻刻である。  
○伊達文庫蔵『名所三百首注』翻刻 
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結論 
  以上、歌学書や名所歌集を対象として、享受史的視点からの考察の可能性を模索し
た。『俊頼髄脳』では、本文の異同という書誌的問題にそうした視点を導入すること
で、和歌史がかなりリアルに読み解けた。また、享受史の一形態として、諸本論、系
統論を想定する必要性も指摘した。その他の作品においては、抄出本、あるいは中世
人の校勘という行為などの問題を考える際に、享受という視点がきわめて有効である
ことを示し得たように思う。書物を、諸本を、いかに著述されたか、ではなく、いか
に享受されたか、という視点から捉えてみる必要があるということを、あらためて強
調しておきたい。享受史的視点は、文学作品や文学史の研究にたいへん有用だと考え
られるのであり、それは、今後、文学研究に積極的に援用されるべきではないかと思
うのである。 
